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私のルーツから
アメリカのインディアナ州に育っていた頃、私に似て
いる人は多くなかったです。祖母と母も日本に生まれ育
ちましたが、父はアメリカ人なので、日本とアメリカの
ハーフの私には日本にどんな文化があるか子供の頃はよ
く分かりませんでした。
自分のルーツを知るために、よく日本を訪れていまし
たが、旅から帰るときに、まだ学ぶべきことがたくさん
あるような気がしていました。その気持ちから JETプロ
グラムに応募することにしました。きっと JETプログラ
ムの合格は、自分らしい生活や仕事に私を導いてくれる
はずだと思っていました。それから、それまで聞いたこ
ともない東北地方の県に派遣されました。

「おくのほそ道」へ
山形県は、雪に覆われた山、さくらんぼ、温泉などで

有名です。初めて調
べた時に、山、蝉、
最上川しかない県だ
なと思っていまし
た。そしてやっと山
形県の庄内町に着い
たら、「やっぱり！
山、蝉、最上川しか
ない町だ」と思って
しまいました。
庄内町教育委員会
でたった一人のALT

として、２つの中学校、５つの小学校、８つの保育園・
幼稚園を回っています。
多くの国を旅してきたALT として、自ら体験したこ
とを生徒たちに伝え、彼らが海外旅行や留学するきっか
けとなることを目標としました。若い時から世界に関す
る意識を育むことは、とくに今の情勢で、非常に重要だ
と思っています。現在の生徒たちが外国語や異文化の勉
強を通して、社会的慣習や経済格差の理解を深めたら、
より寛容で平和な社会を築くだけでなく、人間関係やコ
ミュニケーション能力を高めることにもつながってくる
でしょう。
このALT の仕事を３年間だけ続けるつもりだったの
ですが、私はいつの間にか庄内町の魅力にハマってし
まいました。ここでは、お箏や太鼓の演奏ができるし、
海や山も楽しめるし、年中美味しい食べ物も沢山あり
ます！
そして働き始めた2年後、安藤組グループの代表取締
役社長の安藤将士氏と庄内町町長の冨樫透氏と共に、ハ
ワイ州ホノルル市との友好都市提携に向かって動き始め
ました。

国際交流を通して
庄内町とホノルル市の友好都市の話が進むにつれ、小
中学校でオンライン交流も開始しました。庄内町のALT
として、このプログラムの立ち上げに深く関わることに
なりました。メールのやり取りの翻訳から、生徒たちの
プレゼンテーションの準備に至るまで、さまざまな面でサ
ポートしました。
最初のオンライン交流は大成功でした！庄内町の小学

か ら の 手 紙

庄内町とホノルル市に出会った幸運の交差点
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Sara Michiko Heiny（サラ・ミチコ・ハイニー）
山形県庄内町教育委員会　外国語指導助手

最上川に沿う「おくのほそ道」
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6年生と中学1年生が
ホノルル市にあるス
ティーブンソン中学校
の学生アンバサダー部
（中学校の生徒代表）
に自分たちの学校生活
や日本の文化について
発表し、お互いに日常
生活や趣味について英
語で質問し合いました。
英語と日本語の翻
訳・通訳のスキルを磨くことは、今後もこのような機会
を継続するために必要だと考え、個人としてもその分野
の勉強をしました。中学生に向けて、「Eigo Let’s Go!」
というニュースレターを発行し、旅行記や世界のニュー
スをわかりやすい英語で執筆し、参考のために日本語に
翻訳していました。
さらに、日本語能力試験（JLPT）N2に合格し、JET
プログラムの翻訳・通訳講座を修了しました。
その後、庄内町とホノルル市の懸け橋となれる機会が
２つ私に巡ってきました。
1つ目は 2025年 11月の上旬に、庄内町とホノルル
市が正式に友好都市協定を締結した時のことです。私は
庄内町の調印団の通訳者として、ホノルル市へ向かい、
締結式典に出席できました。
2つ目は2026年 3月の春休み期間中に行った、2人
の引率者の1人として、庄内町初の海外研修に同行をし
たことです。参加した6人の中学生の成長を実際に見る
ことができ、感動しました。

幸運の交差点に着いた
いよいよ5年目になったところで、幸運なチャンスを
もらえました。
ALT の任期が終わった後、多くのALT は母国に帰り
ますが、私は庄内町に住み、働き続きたいと思いました。
そのために、地域おこし協力隊として、教育を通じてい
ろいろなプログラムを提案して、町とハワイの国際交流
を深めていきたいです。
なんて自分はラッキーなんだろうと思いました。しか
し、これまで歩んできた道を振り返ると、哲学者セネカ
が言った通り、「幸運とは準備と機会が出会う時に生ま

れる」と思い出しました。
自分の「準備」が町の「機会」に出会い、また、周り
のみなさんの熱心さと努力もあったからこそ、ここまで
来る事ができました。
だから、JET プログラムを通して進路を探している
ALTたちにこれだけを伝えたいと思います：機会を探し
てしっかりと準備をしておけば、きっと幸運の交差点に
辿り着けるはずです。

プロフィール
Sara Michiko Heiny

（サラ・ミチコ・ハイニー）
アメリカ合衆国のインディアナ州
出身です。バーナード大学・コロ
ンビア⼤学の英文学を専攻し、 卒
業後、ニューヨーク市である広告

会社に４年間勤め、2021 年から ALT として山形県
庄内町で勤務している。太鼓チームで祭りに行った
り、箏を引いたり、豊かな景色を走るのが好き。JET
プログラムが終わったら、庄内町とホノルル市の友好
都市関係を一層深めることを楽しみにしている。
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JET からの手紙

庄内町とホノルル市の友好都市協定の締結

庄内町の飛龍太鼓　８月の「しょうない氣龍祭」との演奏

庄内町とホノルル市の中学生の交流


